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　私たちは、移り行く社会情勢に応じて社会課題の根本原因を捉え、絶えず仮説を立て続け、
効果的な手法を採用した事業を実施しながら、世の中と向き合って参りました。
　新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、様々な活動が制限されてきましたが、対面
と非対面の両輪をもって、どのような状況においても活動を続けられる工夫をしています。
　私を含め、所属する会員は吹田市を中心とした地域で経済活動をしており、各々の職域の
専門性を発揮しながら公益性の高い事業を実施しています。だからこそ、自分ひとりでは成
し遂げられないインパクトを社会へ与えられることもでき、その中で得られた経験を実業へ
持ち帰ることもできています。
　また、青年会議所の活動は、自分たちだけで完結するものではなく行政や企業、地域で活
動する諸団体、市民の皆様と共に協働し、共感を集めることによって、想いや活動を伝播し
ています。是非、私たちの活動に触れ、参画していただけましたら幸いです。

森 俊弥　公益社団法人吹田青年会議所　第54代 理事長

理 事 長 ご 挨 拶

森第54代理事長（以下、森）　青年会議所に入会して1年目に後藤
市長から、青年会議所で活動していく上でのモチベーションは
何か？という質問を受けたことがありまして、その時は上手く
言葉にできなかったんです。そこから今まで考えていて、今日
はせっかくお話できるということで答えを考えてきました。そ
れは、やっぱり“おもろい”なということしか残らなかったんで
す。仕事をしていても“おもろい”し、青年会議所の活動をして
いても“おもろい”し、やっぱり“おもろい”ということが重要だ
なと考えています。

後藤圭二市長（以下、市長）　それは大正解だと思います。全く一
致します。おもしろいより“おもろい”なんですよ。このテーブ
ルで職員から報告や協議の説明を受けるんです。けど、それお
もろないと言います。それをだんだん職員はわかってきて、こ
れでいったら多分市長におもろないって言われるなと。オチと
ひねりなんですよ。それと、二次的三次的波及効果、ここがお
もろいんですよ。これをやることで実は狙いはここなんです
と、ツボをおさえるようになってきました。だいぶその文化に
なってきました。真面目が評価される社会の中で、“おもろい”
のレベルが高いことも大切だと思います。

森		 そうですよね。何かを処理するということも重要な仕事
ですけど、最近思うのは、それが良いかどうかは別として、作
業自体はAIや技術に代替されていくと思っています。そこで、
自分たちがする作業の部分が無くなってきたら、“おもろい”っ
ていう所にいかないと、人間の価値が少なくなるんじゃないか
なと考えています。

市長	 仰る通りです。ワクワクとかドキドキって、多分AIはし
ませんよね。ちゃんと冷静にデータ分析をして答えを出すのが
AI、ワクワクドキドキするようになればAIではなくなります。

森		 作業的なものが代替されていく中で、青年会議所でも継
続して同じようなこともするし、また違うような新しいことを
しようぜという雰囲気が、僕が入会した7年前からでも少しず
つ変わってきているような気がしています。今年であれば、吹
田市在住の子どもを連れて富士山に登山をしたり、新しいチャ
レンジをしています。

市長	 それってね、なんでワクワクドキドキするかというと、
リスクがあるからですよ。六甲山に登ろうと言ってもあまり

“おもろい”と思わないでしょ。その“おもろい”ギリギリの線っ
てあるでしょ。そこを成功させる能力が必要。それ以前に減点
法の社会ではリスクを冒したくないので、“おもろい”ゾーンに
入らないんです。普段の行動や、就職や旅行にしても安全側
にどうしてもなる。“おもろい”と言ってる人は変人なんですよ。
僕も直接言われたことがある。“おもろい”、それはおもんない、
もうちょっとおもろならんかと言ったら、ある職員に真正面か
ら「後藤さんは仕事で“おもろい”とか言いますけど、私は今ま
で“おもろい”と思ったことがないです。これからも“おもろい”
とかどうでも良いです。」と言われました。それで、なるほど
なぁ、そうかそうかと、そういう人もいるなと思ったんです。
ただね、その比率がわからなかったんです。こっちがマイノリ
ティではないかと、どうやら私が変わっているんじゃないか
と。

森		 変わってますよね。（笑）
市長	 そうそう。8割方は“おもろい”でリスクを冒さずに仕事を
している。それで、チャレンジをして、トライ＆エラーで失敗
しても、次頑張りますという層が1割2割ぐらいです。この割
合が組織として正しいんです。8割がいないと2割が成り立た
ないんです。だから、富士登山の時もよし行こうぜ！というタ
イプと、裏できっちりと計画を立てて保護者の方にも説明して
という人もいる。そういう仕事に支えられて“おもろい”仕事が
ある。ともすると“おもろい”仕事をしているクリエイティブな
人間が「もっとチャレンジしろ」とか言うんです。ただ、全員が

市 長 対 談



チャレンジしたら破綻するんです。
森		 確かにそうですね。青年会議所はまちにおける社会実験
をする側面があるので、担当者が思う“おもろい”ことをやっ
て、それを裏で支える人もいて事業が回っています。ただ、仕
事と少し違うのは毎年役職や役割が変わるので、今年は“おも
ろい”ことをして、来年は後ろで支える役割になる。そうやっ
て2割も8割も経験しながら、そこで何か失敗をしても、次に
活かせる結果が積み上がっていくので、両面で経験を積むこと
ができています。ただ、何か新しいことに挑戦するためには、
今まで継続していたものばかりを続けていくばかりでも難しい
ですよね。

市長	 そうですね。吹田まつりや、Inforestすいたでもそうです
が、例えば千里南公園のバードツリーで言うと、コーヒーに高
い金額を支払って飲む人はいない、誰も来ないという意見があ
りました。

森		 大人気ですよね。地域の住民の方にもメリットがあるし、
お店の人もビジネス的に成功しているし。

市長	 バードツリーを運営しているオペレーションファクト
リーにとって大きな仕事だったと思います。ただ、発注が役所
でしょ。アーティスト風の建築士が出してきた設計図がログハ
ウス風だったんです。向こうは相手が役所やからあんまり尖っ
たらあかんな、公園やし。と思ったんでしょうね。それで突
き返したんです。アーティストとしての本領を出してくれと。
じゃあやりたいようにやらせてもらいますということで、今の
デザインになったんですよ。そこら辺のせめぎあいがここで
あったんです。Inforestすいたについては、モノを売る場所で
あるEXPOCITYの中に、何かよくわからない空間があって、
あっと驚くようなアートの空間を作って欲しいと考えていまし
た。情報発信基地というものではなく、あそこに入ったら吹田
かどうかわからんというのがウリでしょ。今どこにおるんやろ
と感じてもらいたい。吹田を発信しようという気持ちがそこに
あったらアートのブレーキになります。

森		 吹田青年会議所も芸術には関わらず“おもろい”人は多い
んですよ。直接アートに関わっているに関わらず、アート的な
思考を持っている人もいます。堅い仕事をしている人も青年会
議所の活動の中で“おもろい”部分を開花してもらったら良いと
考えています。30年後違う仕事をしているかもしれませんし。

市長	 何か新しいチャレンジをする時に専門家だけを集めると
難しいという事例があります。以前、高速道路の吹田インター
チェンジから流入する車に対し、環境対策費を自分たちで持っ
てもらうために課税しようとしたことがあります。ETCであれ
ば1台1円でも良い。それで30億円ぐらいにはなる計算で、そ
の仕組みを作ろうという事で庁内の優秀な法学部出身者を集め
たんです。ただそれが失敗だった。こういう問題があります、
他事例ではこうですとは言うけど、自分たちから新しいチャレ
ンジをする時のアイディアが出てこない。つまり、専門家は一
人で良かった。残りは“おもろい”人を集めないとクリエイティ
ブな仕事はできない。「これは法のここに抵触しますとか、こ
んな前例があります。」ということに対して、じゃあ「法を変え
たら？」と言うと、キョトンとする。条例も変えられるし、法
に関しても変える方法はいくらでもある。“おもろい”ことって
実はそっちの方で、その枠内で“おもろい”こともあるけど、こ
れまでの枠を超えるおもしろさっていうのもある。これだけ
人が変わってDXやと言っているのにいつまでそれやっている
のっていう事例はたくさんある。変える必要のある所を変えて
いく。変えなくても良い所もあるけれど、たとえ伝統的な所で

あったとしても、伝統も動かなくなったら終わりです。
森		 僕が思うに、伝統って変わり続けるからこそ伝統やと
思っているんです。

市長	 そうそう。でも、伝統で生きている人は変えてはいけな
いと思っています。

森		 でもそれって衰退しますよね。
市長	 確かにそれは重要ではあるけれど、新たに出てくる人を
潰しにいってはいけないですよね。音楽でもそう。葉加瀬太郎
さんはクラシック界の枠を超えている。それがかえって市民感
覚では親しみやすくて盛り上がる。音楽ってそもそもそういう
人の心に働きかけるものだと思います。

森		 本当にそう思います。伝統も始まった時は革新やなって
いつも思うんです。その本質的な意味を掘り下げて、そこは残
すけどやり方を変えていくっていうのが本物だと思ういます。

市長	 動いているものですよね。
森		 そうです。
市長	 クラシック音楽で言うと、今残っているクラシック音楽
は山ほどあった中のほんの一部の本物だけが継承されていま
す。クラシック音楽も、以前いらっしゃったクラシックの大家
が自らおっしゃっていました。当時流行の最先端で流行りきっ
て中身のある本物だけが残っていますと。

森		 次の吹田青年会議所のスローガンはRethink～当たり前を
問い直す～としていて、行なっていることを考え無しに続けて
いくのではなくて、一回考え直して、本当に必要なのかとか、
変えた方が良いんじゃないかと検討していく。必要であれば、
本当に続ける意義を自分たちも感じることができますし、その
ような点を一つずつ棚卸ししていきたいと考えています。そう
することで良い伝統が残っていけばいいなと思っています。

市長	 コロナがあったからこそ見直されて、新しいことができ
たと。ただで倒れて起き上がるのは悔しいですね。あれがあっ
たからこそ、今があるというものが絶対欲しいですね。

森		 本当にそう思います。せっかくに変えたいですよね。
チャンスじゃないですけど。

市長	 社会全体の価値観が変わってきて、自分の時間を大事に
したい人が増えてきたと思います。仕事終わりにちょっと飲み
に行こうかという文化は少なくなり、飲み屋よりもカフェの時
代になってきています。お昼前にはバードツリーにも人が並
んでいると思います。そういう場所が求められていると思いま
す。次の世代、その次の世代のための20年後の公園のあり方
を考えていきたい。吹田青年会議所さんも新たな伝統を皆さん
が作っていくということで楽しみにしています。

森		 そうですね。作り続けられるような青年会議所であろう
と考えているので、引き続きよろしくお願い致します。本日は
ありがとうございました。



本質をみつめ、未来を創造する
我々は明るい豊かな社会を実現するために、過去を振り返り、今を見つめ、

「ヒト・モノ・コト」の本質を見極め、未来を先見し、
「修練・奉仕・友情」の三信条を胸に仲間と共に進み続ける。

【吹田を支える
人材の育成】

本質を捉える思考力を育
み、まちの未来を支える人
材を育成する

【思いやりで繋がる
地域共育の構築】

人が繋がり支え合うことの
本質を理解し、人と人が育
て合い、繋がり続けられる
仕組みを構築する

【地域力を向上する
まちづくり運動】

地域のニーズの本質を見極
め、持続可能な事業を立
案、展開し、まちづくり運
動へと発展させる

55周年に向けた中長期ビジョン

吹田JC中長期ビジョン



　「修練」「奉仕」「友情」を信条として、「明るい豊かな社会の実現」を目指し、吹田のまちに住み暮らす人々や
子どもたちの笑顔のために活動を続けている団体です。
　1970年日本万国博覧会の年に、全国で436番目の青年会議所として、吹田青年会議所は誕生しました。社団
法人格を経て、2009年に公益社団法人格の移行認定を受け、2019年に創立50周年を迎えることができました。
　20歳から40歳までの青年で構成され、青少年育成事業としてキッズタウン・こどもまつり・わんぱく相撲
などの事業を行ったり、姉妹提携している香港の浩洋青年商會との国際交流にも行ってきました。また、月に
１度の定例会では、その時々の社会問題について講師講演や研修プログラムを企画・実施して相互啓発を図り、
公共心を養いながら地域との協働により社会の発展に貢献し続けています。
　我々は、奉仕活動を通じて仲間との友情を育み、自己の修練を積むことで、学び成長し、吹田のまちの発展
に寄与しています。

公益社団法人吹田青年会議所とは

吹 田 J C に つ い て

　新型コロナウイルス感染症緊急対策事業として、「笑顔
の花を咲かせよう」を実施しました。新型コロナウイルス感
染症の影響で、活動が制限された学校生活を過ごしている
子どもたちの環境を少しでも改善し、ストレスケアを図る
ために、教室に笑顔が咲きますようにという思いを込めて、
吹田市内の幼稚園や小・中学校にお花を届けました。

笑顔の花を咲かせよう2020年
6月実施

　吹田市在住の小学4～6年生が、子どもたちだけでおまつ
りを創り上げました。2回の準備会議を経て迎えた本番は、
近隣住民や保護者の方にお客さんとして参加していただき、
大盛況でした。子どもたちが互いに意見し認め合う場を提
供することで、子どもたちの多様な価値観を醸成すること
を目指しました。

みんなで創ろう こどもまつり in 吹田2017年
8月実施

2020 年度大阪ブロック協議会地域活性化部門にて優秀賞受賞



吹田JC会員データ

● 様々な職種のメンバーが集まっています

● 年齢比

● 使う時間

30歳
以下

31～
  35歳

36～
  40歳

年間 約150時間

月間 約12.5時間

● 必要なお金

● 男女比

男性

女性

年間 約30万円

月間 約2.5万円

1日 約850円

年齢制限：20歳～40歳未満
国　　籍：問いません
入 会 金：￥	 30,000
年 会 費：￥141,000

少しでも気になることやご質問がございましたら
お気軽にご相談ください！

見学受付中

吹田JC事務局　E-mail：suitajc@suitajc.jp
	 T	E 	L：06-6386-1475

（2022年12月） （2022年12月）

（ Webでの定例会や委員会の時間も含みます。 ）

（ 個人の活動内容により異なります。 ）

・印刷業
・飲食業
・インフルエンサー
・会社員
・解体業

・加工業
・看板業
・議員
・教育関係
・行政書士

・金融業
・警備関係
・建設業
・コンサルタント業
・社会保険労務士

・生花販売業
・清掃業
・設備工事業
・デザイン業
・電気工事業

・引越業
・福祉事業
・不動産業
・弁護士
・保険業
　　　　　　など



一生涯の仲間ができる

自分自身の成長に
繋がる体験ができる

大人が
仕事以外の事で
本気で取り組む

社会貢献組織運営が
学べる

行政や関係団体との
協働の手法や

その効果が学べる今まで関わることが
なかった業種の人と
一 緒に活動できる

仕事の相談が
できる

新しい友達が
できた

忍耐強くなる

自分の意見を
ハッキリ言えるように

変化した

仲間との団結を深める
大切さがわかった

受験に対してネガティブだったが
帰宅後からとても前向きな考え方に変わっていて

ビックリした

大変だったが
達成感が嬉しかった

大人になったら
JCに入りたい

しんどかったけど
頑張って良かった

何事にも挑戦する
気持ちが芽生えた

吹田JCのいいところ

吹田JCの
良さ

参加者からの
ことば

子供編

保護者編



吹田JCの姉妹JCである香港 浩洋青年商會とは年に数回行き来し、交流を深めています。3年に1度、国際交流事業として両国の課題を勉強し、解決に向け
て取り組んでいます。2018年には、吹田の中学生と共に香港を訪れ、SDGsに関連したフードロスについて勉強し、交流を図りました。

　　　近畿地区にあるJCからメンバーが出向し、近
畿地区の歴史・文化・経済などの発展のために毎年
開催地を変え開催しています。
大会を通じてメンバーはもちろん、その地域の方々
にも愛郷心を再認識して頂ける機会を提供をするこ
とを目的に実施しています。

　　　近畿地区にあるJCからメンバーが出向し、近
近畿地区大会

※定例会は基本的に月1回、18日前後に開催されます。

年間スケジュール

理事長が理事長所信表明を行い、明るい豊かな吹田
のまち実現に向け、１年間の方向性を示します。

新年賀会定例会

日本JCのスタートとなる通常総会・正副会頭会議・
理事会等の諸会議・各委員会が開催され、新年式典
では会頭が所信表明を行い全国のJCに日本JCのその
年の方向性を発信する場です。

京都会議

姉妹JCである香港 浩洋青年商會の式典に毎年訪問
し、交友を深めています。

香港 浩洋青年商會式典

1月 2月 3月·新年賀会定例会
（吹田JC）

·京都会議（日本JC）
·出陣式（大阪BL）

·定例会（吹田JC） ·定例会（吹田JC）
·総会（日本JC）
·香港浩洋青年商會式典

（姉妹JC）

7月 8月 9月·定例会（吹田JC）
·サマーコンファレンス

（日本JC）
·近畿地区大会（近畿地区）

·定例会（吹田JC） ·OBOG合同定例会
（吹田JC）

·全国大会（日本JC）
·大阪ブロック大会

（大阪BL）

日本JCが行う年に1度の最大の事業の1つであり、全国
の会員と共にJC運動の更なる意識高揚を図り、各地域
の未来を切り開いています。また、全国のJCで40歳に
なったメンバーの卒業を祝います。

全国大会

吹田JCには50年の歴史があり、今まで吹田JCを築き
上げてきた諸先輩方との交流を毎年実施しています。

大阪府内にあるJCからメンバーが出向し、共通の理
念とビジョンの下に大阪全体の活性化のために開催し
ます。2019年は吹田の地で大阪ブロック大会吹田大
会が開催されました。

大阪ブロック大会

そ
の
他
の
活
動

姉妹JC

香港 浩洋青年商會

OBOG合
同定例会

サマーコンファレンス

日本JCの運動を広く発信するために、各界を代
表する著名な有識者をお招きし、政治・経済・
社会など様々なジャンルのセミナーを開催する
場です。



年に1度、メンバーの家族に感謝を伝える催しを実施しています。2017年は
Panasonicスタジアム吹田でガンバツアー、2018年は摂津峡でBBQ。日頃
JC活動に協力してもらっている家族に対してメンバー全員で感謝を伝えます。

家族会

　　　毎年全国大会が実施され、吹田JCサッカー部として参加しています。
サッカー以外にも野球・テニス・ラグビーなどの同好会があり、全国のJC
メンバーと交流を深める機会となっています。

JCサッカー部

毎年世界各国で開催地を変えて開催され、JCIにとっ
て最も重要な会議として位置づけられています。会期
中は、JCIの組織運営に関する会議や、テーマに基づ
く講演・セミナー、会員の資質向上を目的とした分科
会などが行われます。

世界会議

卒業式では40歳を迎えた卒業生を盛大に送り出しま
す。また褒章授与式は、この1年間の活動の証とし
て、会員賞・新人賞・会員拡大賞などの個人賞、委
員会賞などの団体賞を表彰します。

卒業式

毎年12月に大阪BLの主催で開催され、出向者の慰労
や、優秀な事業への褒章の授与が行われます。

大納会

毎年開催されているOBOGと現役メンバーとの交流ゴ
ルフコンペ。名前の由来は、芋掘りゴルフが多かったの
で「JC」を文字って「じゃがいも（J）クラブ（C）」という会
が発足されたことにあります。これを機会にゴルフを始
めるメンバーも多くいます。現役メンバーの平均は120
オーバーです！

じゃがいもゴルフコンペ

北摂近隣4つのJC（吹田・池田・豊中・箕面）の新入
会員が中心となって創り上げる伝統の定例会です。

４LOM合同例会

年間スケジュール

大阪北部にある8つのJC（池田、茨木、大阪、吹田、
摂津、高槻、豊中、箕面）が集まり、合同の定例会を
行います。

毎年アジア・太平洋地域のJCメンバーが集い、交
流を深めるJCI Asia-Pacific Area Conference

（ASPAC・アスパック）。JCの中では世界会議に次ぐ、
盛大な大会です。

８LOM合同例会
ＡＳＰＡＣ

夏に東京・両国国技館で開催される全国大会に向け
ての予選を開催。児童青少年に対し、相撲を通して
相手を思いやる気持ちを学ぶ機会を提供しています。

わんぱく相撲

4月 5月 6月·定例会（吹田JC）
·わんぱく相撲（吹田JC）

· 8LOM合同例会
（吹田JC）

·定例会（吹田JC）
·ASPAC（JCI）
·GTS（近畿地区）

· 4LOM合同例会
（吹田JC）

·定例会（吹田JC）
·世界会議（JCI）
·じゃがいも
	 ゴルフコンペ（吹田JC）

·卒業式（吹田JC）
·大納会（大阪BL）10月 11月 12月



■ 新年賀会定例会

　JCの年度始めに当たる毎年1月に、行政、各種団
体、近隣のJCの方々をお迎えして、1年間の活動方針
の発表を行います。
　当日は、厳粛な雰囲気の中、理事長が就任後初め
て、地域の方々に向けて、地域に対する想いや活動に
ついてスピーチを行いました。
　吹田JCは、吹田市内を拠点に地域のまちづくりを
担う団体として、日頃からまちづくり運動を続けてい
ます。この日も、約100名のゲストと共に、こうした
活動の更なる連携を深めていく場とすることができま
した。

メイシアター

EXPOCITY空の広場

■ わんぱく相撲 吹田場所

　わんぱく相撲は小学校4年生から6年生が参加し、
全国200地区で予選が開催される小学生対象で最大規
模の相撲大会です。予選を勝ち抜いた児童青少年は、
東京・両国国技館で開催される全国大会で決勝戦を行
います。女子の全国大会も開催されるようになり、多
くの参加者が集いました。
　吹田場所では社会人力士の方をお招きして、子ども
たちと触れ合っていただきました。参加者には、物事
に本気で取り組む姿勢、相手を思いやる気持ち、そし
て相撲が大切にしている礼節などを学んでいただきま
した。

万博記念公園お祭り広場

事業紹介

■ 大阪ブロック大会 吹田大会

　大阪ブロック大会は、毎年大阪府下29のJCが持ち
回りで主管を務める、大阪ブロック協議会最大の運動
発信の場です。2019年度は、吹田JCが主管を務め、

「Suitable EXPO～塔さん大阪は元気です～」をテー
マに実施しました。
　JCは日本で1番のSDGs推進団体となるべく活動し
ており、大阪ブロック大会吹田大会でもSDGsを市民
に向けて発信しました。ゲストに関西大学や大阪大
学、キャットミュージックカレッジ専門学校の学生、
吹田夢☆志団の皆様、矢井田瞳さん等を迎え、多くの
市民に参加していただき、盛会のうちに終了しまし
た。



■ 11月度定例会
体験から新しい視野と知識を学ぶ月

　2019年から流行が始まった新型コロナウイルス感染症
の影響で非対面型のツールが急速に発展したのと反対に、
対面型・体験型の学びの機会が減少し、会員間の対面での
交流は激減しました。
非対面型の講演会などは多く実施されている今だからこ
そ、対面での体験型の定例会を開催することで会員間の交
流＋学びの機会の提供をしたいと考え東京パラリンピック
にも出場されたプロ車いすバスケットボール選手の網本麻
里選手を始め3名の選手にご協力頂き車いすバスケを体験
しました。
初めて乗る車いすに驚く場面もありましたが、徐々に操縦
にも慣れ最後は白熱した試合が展開され、ここ数年減少し
ていた会員間の交流＋障がい者に対する知識を深める機会
となりました。

■ 創立50周年記念式典

　吹田JCは、1970年の創立から、地域の様々な団体と
連携し、地域に根差した活動を中長期的に発展させて
いこうと、5年ごとに周年記念式典を開催しています。
　2019年は創立50年目を迎えた節目の年として、約
200名の御来賓を迎え、「本質をみつめ、未来を創造
する」という55周年に向けた中長期ビジョンを発表し
ました。中でも、防災、教育などの分野をはじめ、地
域の人材育成や活性化に貢献する事業を通じて、一層
の連携を深めていくことを発表しました。

ホテル阪急エキスポパーク

■ 登ることで感じることが出来る
～日本一の目標に向かって皆でゴールしよう～

　吹田市の調査で、将来に夢や目標を持っている小中
学生が減少傾向にあることが分かり、文部科学省も推
奨している体験学習を提供し成功体験する事で、子ど
もたちに少しでも将来の夢や目標を持ってもらえる機
会を提供したいと立案しました。
2022年7月に2泊3日で吹田市在住の小中学生19名を
連れて富士登山へチャレンジ。19名中18名が登頂に
成功することができました。
参加者はもちろん、その保護者からも帰宅後の子ど
もたちの行動・言動に変化が生まれ「仲間と協力して
行動する事の大切さを知った」「他の●●にも挑戦し
たい」など今まで以上に沢山の物事に挑戦したいとい
う意欲が生まれるきっかけを提供することができまし
た。

事業紹介



渡辺   裕美子
　JCに入る際に「大変だ
よ」という噂を聞いて躊
躇している人もいるので
はないでしょうか。
　確かに、プライベート
の時間を割いてまちのた

めに活動するというのは大変なことです。
しかし、それ以上に大きな学びや実りがあ
るものと思っています。
　JCは様々なバックグランウンドを持つ人
の集まりです。学校や会社など、ある程度
自分と近しい人の集まりに居ると想像でき
ないくらい面白い人たちが集まっています。
だからこそ、合意を形成し、一つの事業を
進めることは大変困難であるとともに、や
りがいのあるものです。
　また、自分と違うタイプの人達と接する
と、自分のやり方がいかに未熟であったか
を思い知らされます。今まで通用したのは、
あくまで自分のよく知る風土の会社、業界
だからであって、そこから出たらこんなに
も色々上手くいかないものかと笑えるほど
です。自分の意見の吸い上げ方、段取りの
仕方、根回しの仕方、会議の進め方、一つ
一つを見直す良い機会を与えられています。
　小難しいことを言いましたが、何より同
じ方向に向かって走る熱い仲間がいるから
楽しみながら、わいわい騒ぎながら成長す
る機会を持てます。是非ご参加をお待ちし
ております。

市川   怜
　事業内容や活動内容な
どは調べず経営者や2代
目の方が多いというイ
メージで食事会に参加さ
せていただきました。
　異業種交流会など仕事

のみの付き合いや飲み会が苦手でしたが、
参加した際に利害関係を感じない食事会に
メンバーの人としての良さを感じ入会しま
した。
　できるだけ様々な事業などに参加してと
りあえず1年はやってみようと思いでした。
　しかし飲み会などの楽しさだけではなく、
まちづくりに対してたくさんの議論し一致
団結して行動するところ、達成して仲間と
喜びを共有するところに魅力を感じました。
そしてなによりJCは人と成長させてくれる
場所だと思いました。
　2年目はまちづくり委員会の委員長とし
て、やってみたいことを提案し実行できる
機会も与えていただきました。他ではなか
なかできないことを実現できるのもJCの魅
力です。
　人脈やビジネスとして入会される方は多
いと思いますが、それ以外に入会してたく
さん参加をしてみないとわからないことが
たくさんあります。もちろん人脈もすごく
広がります。
　あなたと共に学び、成長しながらJC活動
をできることを楽しみにしています。

赤松   優希
　私はJCという団体がど
ういった活動をしているの
か知らないまま、友人に
誘われて2018年に入会し
ました。そこから出産や育
児、また新型コロナウイル
ス感染症の出現によってそ

れまでの青年会議所とは違う形での活動を行
わざるを得ない状況となりました。そんな中
で2022年度当会の役職に就かせて頂くことと
なりましたが、役割分掌をみても到底私自身
に全うできるようには思えませんでした。
　組織がどうすればより良くなっていくのか、
入会してから一番真摯に考えた1年。この1年
を通して会の中ですべきことに向き合うなか
で自身の弱みを痛感し、活動を行うことに対
し非常に苦労しました。ただ、終えてみた今
振り返って思うのは、JCは完ぺきに出来るか
ら役職を担うということではなく、その経験
を通して自ら課題を発見し、成長をすること
ができるからこそ担うということであったの
だと思います。日常生活ではなかなかそのよ
うな機会も少ないなか、JCに所属したことで
貴重な経験と学びを得ることができました。
　JCに所属する会員には平等に学びや経験の
機会があります。それらを「ただしんどかっ
た」だけで終わらせるのか、「こうすれば良く
なる」と考えて将来につなげていくのかはその
人次第です。捉え方によって所属している意
義が変わります。
　JCにはJCでしか経験できないことが沢山
あります。是非私たちと一緒に活動しません
か？

公益社団法人吹田青年会議所（吹田JC）
〒564-0052
吹田市広芝町10-3 サニーストンホテル内
E-mail：suitajc@suitajc.jp
TEL：06-6386-1475
FAX：06-6337-1682

公益社団法人吹田青年会議所 サポーターズクラブ
吹田JCサポーターズクラブでは、一般の方が参加できる
吹田JCが主催・共催するイベントやセミナー、国際交流事業などの情報を配信しています。
どんな活動をしているのか興味がある方は是非ご登録ください。

年会費
無料

年齢制限
満18歳以上

吹田市イメージキャラクター
すいたん


